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＜お知らせ＞ 

〇政党は無所属になりました！ 

〇豊前市にバイオマス発電を誘致しました！ 

〇政治家としての目標は「社会福祉の充実」

「経済の活性化」「財政赤字の解消」です！ 

 

田川・京築の歴史遺産で観光振興を！ 

京築の古代の歴史研究と情報発信などの活動をし

ている鱒渕さん、井下田さんに話をお聞きしました。 

 

 

村上「田川、京築に朝廷があったという説を聞いたと

きは非常に驚きました（裏面をご覧ください）。 

お二人の活動も田川京築朝廷説に関係しているので

すか？」 

井下田「豊前国と宇佐神

宮の研究をしていると、

朝廷と特別な関係だった

ことは分かります。西暦

720 年頃から始まった宇

佐八幡宮の放生会の際に

は、天皇や公卿も肉食を

謹んだそうです」 

村上「放生会が鎮魂のための儀式だからでしょうが、

単なる一地方の神社だったら、あり得ませんね」 

鱒渕「この放生会では、田川郡香春町で作られた銅

鏡を奉納していたよ」 

井下田「奉納前の銅鏡は、行橋市の豊日別宮で猿田

彦神と融合するのですが、香春の神が猿田彦神に昇

華していたことと関係ありそうです」 

鱒渕「放生会での銅鏡の奉納を再現するイベントを

考えていてね。放生会ゆかりの豊前国の自治体と連

携して、ユネスコの世界無形文化遺産へ登録したい

のよ」 

村上「歴史にはロマンを感じるので、観光資源とし

て期待できます。吉野ヶ里遺跡は 74 億円ほどの経

済効果があるそうですが、田川京築朝廷説に関連す

る田川と京築の歴史遺産を観光に活用できれば、経

済効果はより大きいでしょう」 

井下田「村上さんが前回の衆議院議員選挙に挑戦し

たことにもロマンを感じましたよ」 

 

井下田さんが代表の NPO法人クリエイティブ・ス

ローライフでは歴史講座などを行っています。ご興

味ある方は電話（050-3559-4178）してください。 

  



福永晋三氏 

香春岳（左から天香山・耳成山・畝尾山） 

行橋市椿市にあったお寺のイメージ 

田川・京築に朝廷があった！ 

一般的に「大和朝廷は近畿に興り、15代応神天皇

からは実在したものの、初代神武天皇から神功皇后

までは架空」とされていますが、川崎町に研究室を

持つ福永晋三氏は「神武から神功・応神の朝廷は田

川に実在し、29 代欽明天皇から 41 代持統天皇まで

の朝廷は京都郡等に実在した」との独自の説を展開

しています。 

福永氏の説は非常に面白く、説得力があります。 

西日本新聞に 2018 年 1 月から新説日本書紀として

連載されているので、この要点をまとめました。 

 

福永氏は、日本書紀や古事

記（記紀）を基礎に、漢から

唐の中国の歴史書や、地元の

神社に伝わる記録を読み、現

場を確認して、歴史を紐解こ

うとしています。 

例えば、記紀では天香山（あ

まのかぐやま）から金や銅が

採れたとされていますが、奈

良県の天香山からは採れませ

ん。 

 

他方、香春三ノ岳からは金・銅などが採れたので、

福永氏は香春三ノ岳を天香山としています。 

記紀に記された地名は多く田川・京築に残ってい

ます。神武天皇の東征の記述を例にとると、「筑紫か

ら迂回して東方を攻めるために、船で菟狹（うさ）（大

分県宇佐市）に上陸し、狹野嶽（求菩提山の古称）に

登り八咫烏一族と同盟を結び、高倉山（金国山、飯塚

市の高倉）、国見丘（赤村の岩石山の国見石）、天香山

に進軍して、鷹羽（田川）を収めた」となっています。    

地名は人の移動とともに移るものですから、近畿

と豊前に同じ地名がありますが、記紀の地名と配置

が合致する場所は豊前であって奈良県ではない、す

なわち、ヤマト王朝は田川に興ったと福永氏は述べ

ています。 

 

 

その後、29代欽明天皇が、飛鳥川（今川）が東に流

れを変えた後の 6世紀に、近つ飛鳥（京築）に都を遷

しました。 

ここから 7世紀半ば頃までが真の飛鳥時代です。 

奈良県の有名な古寺のほとんどは京築に建っていま

した。大阪の四天王寺は蘇我馬子が海石榴市（行橋市

椿市）に建てた寺です。９世紀に大阪に移築され、20

世紀に空襲で焼けました。 

以上、紙面が限られているので、簡単に福永氏の説

を紹介しました。 

田川京築朝廷説に興味を持ち応援したい方は福永

氏に電話（090-2316-9423）してください。

 


